
人
痘
法
は
予
防
療
法
の
噌
矢
で
あ
り
、
帝
国
自
国
の
牛
痘
法
の
基

礎
に
な
っ
た
画
期
的
な
医
療
で
あ
っ
た
。
一
七
世
紀
以
来
コ
ン
ス

タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
で
行
わ
れ
て
い
た
人
痘
法
が
、
一
七
二
一
年
に

イ
ギ
リ
ス
に
伝
わ
り
、
イ
ギ
リ
ス
王
家
で
人
痘
法
が
行
わ
れ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
期
に
、
ロ
ン
ド
ン
で

の
実
施
を
知
ら
ず
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
で
も
人
痘
法
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
は
一
人
の
牧
師
が
す
す
め
て
、
一
人
の
医
師
が
実

施
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
実
施
を
め
ぐ
る
教
会
と
医
師
会
の

対
立
、
当
時
の
防
疫
対
策
、
治
療
法
、
医
師
の
考
え
等
に
、
現
在

に
通
じ
る
も
の
を
見
る
。

一
七
一
二
年
四
月
、
ボ
ス
ト
ン
港
に
入
港
し
た
船
に
天
然
痘
患

者
が
発
生
し
た
。
「
船
は
す
ぐ
海
岸
を
離
れ
、
乗
組
員
の
健
康
状
態

を
報
告
す
る
」
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
間
も
な
く
海
岸
近
く
の
家

30

一
七
二
一
年
、
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る

天
然
痘
流
行
と
人
痘
法
の
施
行

小
田
泰
子

に
、
天
然
痘
患
者
が
一
人
発
生
し
た
。
患
者
の
部
屋
に
は
監
視
が

つ
け
ら
れ
部
屋
か
ら
出
る
こ
と
を
制
限
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
措

置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
か
月
後
に
ボ
ス
ト
ン
市
内
に
八
人
の
患

者
が
発
生
し
た
。
議
会
の
決
議
に
よ
り
艀
房
日
日
ｇ
が
行
動
を
開

始
し
た
。
艀
示
９
日
ｇ
の
任
務
は
患
者
の
早
期
発
見
と
隔
離
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
ボ
ス
ト
ン
の
迅
速
な
対
応
は
、
こ
れ
ま
で
六
回

経
験
し
た
天
然
痘
流
行
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

患
者
は
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。
こ
の
と
き
ボ
ス
ト
ン
の
北
教
会

の
牧
師
○
．
旨
四
号
の
民
が
人
痘
法
の
施
行
を
医
師
に
助
言
し
た
。

冨
胃
篇
【
が
人
痘
法
の
存
在
を
は
じ
め
て
知
っ
た
の
は
、
こ
れ

よ
り
約
十
五
年
前
の
一
七
○
六
年
で
、
ア
フ
リ
カ
人
の
奴
隷
か
ら

で
あ
っ
た
。
一
七
一
六
年
に
三
四
昏
角
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
の
紀
要
で
弓
冒
ｇ
〕
ご
の
が
行
っ
た
人
痘
法
に
関
す
る
報
告
を
読

ん
だ
。
こ
の
と
き
昌
胃
扁
吊
は
「
も
し
、
私
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
、

天
然
痘
の
流
行
が
あ
っ
た
ら
、
人
痘
法
を
行
う
よ
う
に
医
師
に
相

談
し
よ
う
」
と
決
心
し
た
。

こ
の
度
の
流
行
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
言
四
号
①
Ｒ
は
、
甸
色
胃
‐

ヨ
房
の
報
告
を
見
た
。
こ
れ
は
三
度
目
の
人
痘
法
と
の
出
会
い
で

あ
っ
た
。
三
四
昏
閏
は
医
師
に
人
痘
法
を
行
う
よ
う
に
提
言
し
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
医
師
、
特
に
弓
．
ロ
○
匡
哩
煙
の
の
が
強
く
反
対
し
た
。

三
四
号
①
局
は
個
人
的
に
、
医
師
尽
菖
回
国
○
豈
の
目
邑
に
呼
び
か
け

た
。
閃
Ｃ
逗
砿
８
口
は
自
分
の
息
子
と
、
二
人
の
奴
隷
に
人
痘
接
種
を

行
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
大
衆
は
人
痘
法
の
結
果
が
よ
く
な
か
っ

た
ら
、
国
○
琶
ｍ
８
己
は
殺
人
者
に
な
る
と
お
ど
し
た
。
公
聴
会
が
開

か
れ
た
。
こ
こ
で
、
医
師
ロ
巴
言
目
⑦
が
証
言
台
に
あ
が
っ
た
。

己
巴
冒
且
①
は
人
痘
法
の
歴
史
か
ら
い
っ
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で

あ
る
が
、
彼
が
そ
れ
ま
で
経
験
し
た
人
痘
接
種
を
受
け
た
症
例
と

そ
れ
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
人
の
剖
検
所
見
を
詳
細
に
述
べ
た
。
こ

れ
は
、
明
ら
か
に
偽
証
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
証
言
を
読
ん
だ

人
々
は
人
痘
法
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
強
め
た
。
一
方
、
天
然
痘
の

流
行
は
激
し
さ
を
加
え
た
。
人
痘
法
を
積
極
的
に
推
進
し
た

旨
四
昏
円
で
は
あ
っ
た
が
、
自
分
の
息
子
に
人
痘
法
を
受
け
さ
せ

る
の
に
は
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
学
生
で
あ

っ
た
息
子
は
自
ら
接
種
を
希
望
し
成
功
し
た
。

人
痘
法
を
積
極
的
に
推
進
す
る
三
四
ｇ
角
ら
の
ボ
ス
ト
ン
北
教

会
側
と
、
人
痘
法
は
神
の
教
え
に
反
す
る
上
に
且
つ
無
効
で
あ
る

と
す
る
医
師
会
、
行
政
、
他
派
の
教
会
と
は
激
し
く
対
立
し
た
。

十
一
月
に
な
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
新
聞
が
届
き
、
そ
れ
に
は

イ
ギ
リ
ス
宮
廷
で
実
施
さ
れ
た
人
痘
法
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
季

節
は
冬
に
向
か
い
天
然
痘
の
流
行
も
下
火
と
な
り
、
こ
の
争
い
も

次
第
に
終
息
に
向
か
っ
た
。

こ
の
流
行
が
始
ま
る
前
の
ボ
ス
ト
ン
の
人
口
は
約
二
、
○
○

○
人
で
あ
っ
た
・
流
行
を
知
っ
て
ボ
ス
ト
ン
を
去
っ
た
人
が
い
て
、

残
っ
た
の
が
一
○
、
五
六
七
人
、
そ
の
う
ち
、
半
数
強
の
五
、
九

八
○
人
が
天
然
痘
に
罹
り
、
八
九
四
人
が
死
亡
し
た
。
人
痘
法
を

う
け
た
の
は
二
八
○
人
で
、
そ
の
う
ち
六
人
が
死
亡
し
た
。

ボ
ス
ト
ン
で
天
然
痘
流
行
に
際
し
て
迅
速
に
取
っ
た
患
者
の
早

期
発
見
と
隔
離
等
の
防
疫
対
策
は
正
し
い
対
処
で
あ
っ
た
。
医
師

固
○
侭
宮
脇
が
、
人
痘
法
に
反
対
し
た
の
も
、
評
価
の
ま
だ
定
ま
ら

な
い
侵
襲
的
な
治
療
法
に
簡
単
に
飛
び
つ
か
な
い
と
い
う
点
で

は
、
医
師
と
し
て
は
む
し
ろ
正
し
い
姿
勢
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
人
痘
法
受
け
入
れ
に
伴
っ
て
起
き
た
論
争
の

特
徴
は
、
多
く
の
場
合
に
、
新
し
い
技
術
（
医
療
）
に
反
対
す
る
教

会
が
人
痘
法
を
神
の
教
え
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
推
進
し
、

医
師
会
、
行
政
が
反
対
し
、
権
力
争
い
の
一
武
器
と
な
っ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
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